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数 学
１ 得点分布及び大問ごとの正答率

〈表１〉得点分布 〈グラフ〉得点分布

割合 Ｒ５ Ｒ４

得点 ％ ％

１００ ０.０ ０.０

９０～９９ ２.１ ０.３

８０～８９ ５.０ ３.８

７０～７９ ９.５ ６.７

６０～６９ １６.３ １７.６

５０～５９ １９.９ １８.４

４０～４９ １８.３ ２０.１

３０～３９ １２.４ １１.９

２０～２９ ８.６ １１.９

１０～１９ ５.０ ７.７

１～ ９ ２.９ １.６

０ ０.０ ０.０

＊合格者の中から、無作為に抽出した６１９人(20.0％)の結果である。

〈表２〉大問別の正答率の経年比較

大問 主 な 内 容 平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

１ 小問集合 ８１.４ ８２.２ ７７.３ ７０.９ ７０.３

２ 資料の活用など ４３.６ ５８.４ ５１.９ ３７.１ ５９.４

３ 平 ４０.３ 関 ４６.７ 関 ４０.５ 関 ５３.８ 関 ４２.９
関数

４ 平面図形 関 ３９.２ 平 ３８.０ 平 ３１.９ 平 ２８.５ 平 ２９.１
空間図形

５ 空 ３１.３ 空 ３０.１ 空 ３０.０ 空 ２２.４ 空 ３１.４

２ 分析結果の概要

合格者の数学の平均点（※）は、52.1点で、昨年度と比べ上昇した（昨年度48.5点）。
（※）平均点は全日制すべての合格者３,０９４人のものである。

〈表１〉に関して、50点台の人数が全体の19.9％で最も多い（昨年度は、40点台で20.1％）。70点

以上の人数は全体の16.6％で、昨年度に比べ増加した（昨年度10.8％）。40点未満の人数は全体の

28.9％で、昨年度に比べ減少した（昨年度33.1％）。

〈表２〉について、２ 、４ 、５の正答率は昨年度より高かった。

「３ 小問ごとの学年・領域、出題内容・ねらい、正答率」について、正答率80％以上の問題数

は７問で、昨年度に比べ増加した（昨年度４問）。正答率40％未満の問題数は10問で、昨年度と同じ

であった（昨年度10問）。

１の(8)の作図の問題の正答率が25.8％と低かった（昨年度11.4％）。

２の２の連立方程式の問題では、(2)の与えられた分量の食材を使って何人分の料理が作れるかを

を求める問題の正答率が①46.0％、②49.3％と低かった。

３の関数では、２(1)の線分の長さを t を用いて表す問題の正答率が22.0％、２(2)のグラフ上の

点を結んでできる四角形が正方形となるときの頂点の座標を求める問題の正答率が13.2％と低かっ

た。

４の平面図形では、２(3)の三角形の面積を求める問題の正答率が1.7％と低かった。

５の空間図形では、３の図形の面積を求める問題の正答率が11.5％、４の立体の体積を求める問題

の正答率が2.3％と低かった。
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３ 小問ごとの学年・領域、出題内容・ねらい・正答率

学年
大問 小 問 ・ 出 題 内 容 ・ ね ら い 正 答 率（％）

領域

(1) 1学年 負の整数と正の整数の加法ができる。 97.4

(2) 1学年 負の分数と正の分数の乗法ができる。 93.2

(3) 3学年 根号を含む式の計算ができる。 87.1

(4) 2学年 等式の変形ができる。 72.7

１ (5) 2学年 連立方程式を解くことができる。 86.6

(6) 3学年 二次方程式を解くことができる。 31.0

(7) 2学年
箱ひげ図からデータの傾向を読み取る

68.7
ことができる。

(8) 1学年
回転移動の中心を作図することができ

25.8
る。

(1) 2学年
特定の事象の確率を求めることができ

85.7

１
る。

(2) 2学年
事象の起こりやすさを確率を用いて説

52.2
明をすることができる。

２

(1) 1学年
誤りのある式を正しい式に直すことが

68.3
できる。

２
①

2学年
連立方程式を利用して、与えられた 46.0
分量の食材を使って何人分の料理が

② 作れるかを求めることができる。 49.3

(1) 3学年 点の y 座標を求めることができる。 84.3

3学年 直線の式を求めることができる。 59.5(2)

３ (1) 3学年
線分の長さを t を用いて表すことがで

22.0
きる。

２

(2) 3学年
グラフ上の点を結んでできる四角形

13.2が正方形となる場合のひとつの頂点

の座標を求めることができる。

１ 3学年 角の大きさを求めることができる。 68.8

(1) 3学年 三角形の相似を証明することができる。 32.1

４
２ (2) 3学年

角の二等分線と線分の比の性質を用い
19.8

て線分の長さを求めることができる。

(3) 3学年
相似な図形の性質を用いて三角形の面

1.7
積を求めることができる。

１ 1学年
ねじれの位置にある直線の本数を求め

82.9
ることができる。

５
２ 3学年 三角形の面積を求めることができる。 29.0

３ 3学年
線分が動いてできる図形の面積を求め

11.5
ることができる。

４ 1学年
三角形が動いてできる立体の体積を求

2.3
めることができる。
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